
 

 

 

 

 

【研究背景】 

計算機性能の大幅な向上により、電磁界シミュレーションの適用領域が飛躍的に広がってきている。 

 

【研究概要】 

本研究では、アンテナ・回路設計、伝搬などの基本から、電波に関する安全性、医療応用など、電

波に関わる様々なアプリケーションを対象とした最新のシミュレーション技術について取り組むもの

である。 
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【期待される活用分野】防災・農業・医療・教育の各分野 

一例として、研究成果を使えば、 

・防災分野、農業分野あるいは医療分野などにおける、無線センサーネットワーク構築や新規電波

利用機器の開発などで重要となる、電波の送受信特性評価や防護指針に合致するのかどうかの判断

などを数値シミュレーションにより実施できる。 

・無線通信機器に関する教育や広報において、電磁界の様子を色によって可視化してアニメーショ

ンなどにより示すことで電波の伝わり方などが分かるようになり、効果的で訴求力の高いプレゼン

テーションの実現できる。 

等が可能 
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